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開業医だからこそできる乾癬治療
～コセンティクス導入による診療の変革～

乾癬診療は生物学的製剤の普及により、「PASIクリア」を目指せる時代となった。クリニックでの生物学的製剤導
入施設も年々増加しており、地域医療における乾癬治療のあり方は変化しつつある。特に2024年10月より、
IL-17/IL-23阻害剤などの使用が届出制となったことは、治療アクセスの向上にも繋がっている。
クリニックと異なり基幹病院では担当医の交代が避けられないが、当院がある宮崎県のような地域において、病診
連携による継続的な患者さんのフォローアップ体制を整えることは不安の解消とアドヒアランス維持に繋がる。
治療においては、皮膚病変が限局する尋常性乾癬における全身療法適応のコンセンサスが発信されている。具体
的には、外用療法を実施してもPASIスコアが3以上である、痛みやかゆみが続く、外用剤の塗布範囲が広い、外用
療法で満足が得られていない、といった患者さんは全身療法の適応に該当するとされている。こういった患者さん
へは早めに全身療法へのステップアップを提案するようにしている。
薬剤選択においては、長期の使用実績と安全性が確立された製剤の特性、デバイスの利便性、そして病診連携を
考慮した逆紹介のしやすさなどが大切だ。当然、患者さんの納得感を高める日頃からのコミュニケーションやイン
フォームドコンセントは、治療の継続と成功に不可欠な要素である。
本講演では、全身療法への適切なステップアップ戦略、患者さんとのコミュニケーションの重要性、そして病診連
携のあり方について講演したい。
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講 演 1
井上 知宏 先生 いのうえ皮ふ科 院長

乾癬における早期全身治療の重要性
－クリニックから始める生物学的製剤治療の意義－

和歌山県におけるアンケート調査では、乾癬患者の約7割がクリニックを受診していることが明らかとなった。しか
し、これらの医療機関では、いまだに外用療法単独による治療が主体であるのが現状である。乾癬は皮膚に限局し
た疾患ではなく、全身性の慢性炎症性疾患の一つとして捉える必要がある。
慢性炎症を惹起する機序としては、摂取過剰となったエネルギーが炎症反応として消費されるという概念や、物理
的刺激がメカノセンサーを介して炎症を誘導するという概念が提唱されている。後者は「内的ケブネル現象」とも呼
ばれ、その代表例が乾癬性関節炎である。一方、前者はメタボリックシンドローム、糖尿病、心血管疾患などとの関
連が示されている。
さらに乾癬は、皮疹の外観に起因する負のイメージにより、疾病負荷の増大のみならず、差別や偏見、機会喪失と
いった社会的問題を伴うことが多い。これらの心理的・社会的・身体的障害が累積することにより、患者のQOLは著
しく損なわれる。
このような病態背景を考慮すると、乾癬治療は可能な限り早期から全身治療を導入することが望ましい。その際、
QOLの改善と同時に全身の炎症を抑制できる生物学的製剤は有力な治療選択肢となる。乾癬患者の約7割が受診
するクリニックにおいて生物学的製剤を早期に導入するためには、開業医の果たす役割は極めて大きい。
一方で、クリニックにおける生物学的製剤の使用には、安全性、利便性、在庫管理、個別指導、ならびにチーム医療
体制の構築といった課題が存在する。安全性の観点からは、ヒト型抗ヒトIL-17Aモノクローナル抗体であるセクキ
ヌマブ（コセンティクス®）は、10年以上の使用実績に加え、近年の実臨床データにより、その有効性と安全性が再
評価されている製剤である。また自己注射が可能であることから、クリニックにおける在庫管理や個別指導に伴う
診療報酬上の負担増加を回避できる点でも有用である。
本講演では、乾癬における早期全身治療の重要性を概説するとともに、当院における乾癬診療への取り組みと
チーム医療の実際、生物学的製剤を使用する際の注意点、指導内容および薬剤選択のポイントについて紹介する。
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上出 康二 先生 上出皮フ科クリニック 院長
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1
開業医だからこそできる乾癬治療
～コセンティクス導入による診療の変革～

竹本 朱美 先生座 長

しゅうなん皮ふ科クリニック 院長

井上 知宏 先生演 者

いのうえ皮ふ科 院長

講 演

2
乾癬における早期全身治療の重要性
－クリニックから始める生物学的製剤治療の意義－

有田 賢 先生座 長

小林皮膚科クリニック 院長

上出 康二 先生演 者

上出皮フ科クリニック 院長

平成15年　宮崎大学医学部附属病院 泌尿器科 研修医
平成17年　宮崎県立宮崎病院 泌尿器科 レジデント
平成18年　日立製作所日立総合病院 皮膚科 医員（筑波大学皮膚科入局）
平成19年　水戸済生会総合病院 皮膚科 医員
平成20年　宮崎大学医学部附属病院 皮膚科 医員（宮崎大学皮膚科入局）

平成22年　宮崎県立宮崎病院 皮膚科 副医長
平成24年　宮崎大学医学部附属病院 皮膚科 助教
平成25年　宮崎県立宮崎病院 皮膚科 医長
平成28年　宮崎県立延岡病院 皮膚科 医長
平成30年　いのうえ皮ふ科 開院

昭和55年3月　和歌山県立医科大学卒業  
昭和55年4月　和歌山県立医科大学附属病院 診療医臨床研修
昭和57年4月　和歌山県立医科大学附属病院 臨床研究医
昭和59年8月　和歌山県立医科大学 助手（皮膚科学） 
平成6年10月　和歌山県立医科大学 講師（皮膚科学） 
平成14年4月　和歌山県立医科大学 助教授（皮膚科学） 

平成16年7月　独立行政法人労働者健康福祉機構
　　　　　   　和歌山労災病院 皮膚科部長 
平成16年8月　和歌山県立医科大学 臨床教授
平成22年3月　独立行政法人労働者健康福祉機構
　　　　　  　和歌山労災病院 退職
平成22年4月　和歌山県立医科大学 非常勤講師
平成22年5月　上出皮フ科クリニック 院長


